
 
 

 

トヨタ自動車は９日、「プリウ

ス」を６年ぶりに全面改良し発売

した。４代目となるプリウスは、

クルマづくりの構造改革「トヨ

タ・ニュー・グローバル・アーキ

テクチャー（ＴＮＧＡ）」のコン

セプトを反映した第１弾。燃費性

能は４０・８キロメートル／リッ

トルを実現したほか、電気式四輪

駆動方式「Ｅ―Ｆｏｕｒ」を新開

発し、プリウス初の四輪駆動車を

設定した。月販計画は１万２千

台。トヨタは４ＷＤ車の販売強化

を狙いに、東京のほか札幌市内で

も発表会を開いた。 

 新型プリウスは、最大熱効率４

０％のエンジンやモーター、トラ

ンスアクスル、パワーコントロー

ルユニットなどを小型軽量化し、

燃費性能を高めた。最量販グレー

ド「Ｓ」の燃費性能は３７・２キ

ロメートル／リットル。これに対

し装備内容を工夫することで５０

キログラム軽量化した「Ｅ」グ

レードが４０・８キロメートル／

リットルを達成した。 

 また新開発のＥ―Ｆｏｕｒは雪

道など滑りやすい路面状況での発

進をアシストする。燃費性能も現

行の前輪駆動モデルより高い３

４・０キロメートル／リットルを

達成。降雪エリアでの販売拡大を

見込んでいる。 

 このほか、自動ブレーキなど予

防安全技術をパッケージ化した

「トヨタ・セーフティ・センス

Ｐ」などを装備した「Ａ」、さら

に本革シートなどを採用した「Ａ

プレミアム」をＥ―Ｆｏｕｒ車と

もにラインアップした。価格は２

４２万９０１８円（消費税込み）

から。 

 グローバルでの販売目標は年間

３０万～３５万台。来年１月に北

米とアジア、２月に欧州で順次発

売する。 

◆

事前受注６万台、納期最大４ヵ月

に 

 トヨタ自動車は９日、新型プリ

ウスの事前受注が月販計画の５倍

となる約６万台に達したと明らか

にした。グレード別の構成比は

「Ｓ」が ５ ０ ％、「Ａ」が ４

５％。受注全体に占める電気式４

ＷＤシステムの割合は１５％程度

だという。９日時点で注文した場

合の納期は３～４カ月。販売会社

各社によると、「大半のグレード

で登録が１６年４月以降になる見

込み」としている。半面、トヨタ

の生産部門では、堤工場がフル操

業でプリウスの増産に動いてお

り、今後、１５年度内の国内分の

供給が増加する可能性もある。 

                  

      日刊自動車新聞 12月10日 
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早稲田環境研究所、

グリーンポイントシ

ステムを豪州で展開 

現地事業者と合意 
 

早稲田環境研究所（東京都新宿

区）は自動車リサイクル部品の二

酸化炭素（ＣＯ２）削減効果を数

値化したグリーンポイントシステ

ム（ＧＰＳ）の初の海外展開に乗

り出す。このほど、オーストラリ

アの解体事業者であるトータル・

オート・リサイクラーズ（ＴＡ

Ｒ、ヴィクトリア州）とシステム

を導入することで合意した。来年

度にはシステムの開発に着手する

見通しで、２０１６年に行われる

アジア自動車環境フォーラムで事

業の方向性を発表する。 

 オーストラリア自動車リサイ

クル協会（ＡＰＲＡＡ）によると

オーストラリアは年間に約８０万

台の廃車が発生。自動車リサイク

ル部品関連事業者はおよそ５００

社存在する。ただ、リサイクル部

品の普及率は欧米に比べると劣る

という。このためリサイクル部品

の環境貢献性を可視化した仕組み

を構築し、同国でリサイクル部品

の優位性をアピールする。 

 ＴＡＲは今年夏頃からＧＰＳ

を展開できないか早稲田側に打

診。両社で導入に当たっての現地

での事業性などを意見交換し、合

意に至った。今後はオーストラリ

アのリサイクル部品におけるＣＯ

２算出方法のほか、日本のＧＰＳ

と豪州の車両のデータベースや部

品コードの互換性をどう持たせて

いくかを検討する。日本の評価基

準をそのまま適用するかどうかに

ついても今後詰める。 

 ＧＰＳは部品ごとに新品部品

と比較した場合の環境負荷低減効

果を重量で算出し、データとして

整備事業者やエンドユーザーなど

に提示できる。導入する事業者で

は環境貢献性をリサイクル部品の

販売先にＰＲする取り組みも徐々

に広がりつつある。 

 オーストラリアの自動車販売

台数のうち日本車は約５割弱（２

０１４年）を握る。早稲田環境研

究所では日本車のリサイクル部品

需要も高く、ＧＰＳをいかす環境

があると見ている。ＴＡＲにとっ

ても、事業の訴求効果の向上につ

ながるため環境負荷低減をオース

トラリア国内で訴えていく考え

だ。 

日刊自動車新聞 12月3日 

                                   

 
 

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成27年11月 

3,219t 
※一般、中・大型含む車を修理する

際、新品部品を使用して修理する場合

に出るCO2排出量とリサイクル部品を

使用して修理する場合のCO2排出量の

差がCO2削減数値になります。 

一般社団法人日本自動車リサイクル

部品協議会と早稲田大学環境総合研究

センターがLCA（ライフ・サイクル・

アセスメント）の考え方に基づき共同

開発した「グリーンポイントシステ

ム」より参照。 

  

自動車リサイクル流通ネット

ワーク大手のＪＡＲＡ（北島宗

尚社長、東京都中央区）は１１

月２２日に開催された「お台場

旧車天国２０１５」にブースを

出展した。エアバッグ由来のエ

コバッグ販売などと共に、自動

車リサイクル部品を紹介する

コーナーを設け、啓発活動を

行った。 

 旧車天国はクラシックカーの

展示や即売会を開催するイベン

ト。自動車部品で古い年式のも

のを求める顧客が来場してお

り、リサイクル部品を出品する

事業者もいる。 

 ＪＡＲＡは昨年に続き、グ

ループ会員である大晃商事（土

門五郎社長、秋田県潟上市）が

「アグリビジネス」で栽培した

「ごろうねぎ」や「ごろう椎

茸」などを販売し、ほとんどが

完売した。 

 大晃は廃タイヤを活用したボ

イラー熱源で温室栽培を行って

おり、燃料油の使用低減など環

境面で効果を見出している。今

回の出展でも資源を再利用した

形で新たな農業ビジネスを構築

している実績をＰＲした。   

     日刊自動車新聞 12月3日 

 

 

秋田で行われたアジアフォーラムで合意

を発表した（両社の代表者） 

ＪＡＲＡ、 

旧車天国で 

リサイクル部品を 

ＰＲ 





 


